
 活動期間 ：令和６年度～令和８年度

 対 象 者：JA 新みやぎあさひなねぎ部会 若手生産者５人（同部会員72 人）

 チーム員 ：◎高橋怜史、上山啓一、蘇武真、進藤友恵

ねぎの次世代担い手育成による産地の強化

プロジェクト課題 No.２



【背景・ねらい】

・「JA 新みやぎあさひなねぎ部会（72 人、13ha）」では、高齢化により今後の

産地維持が課題。 ➡ 担い手となる若手生産者の育成が急務

・対象者５人は、20～40代の若手で規模拡大の意向もあることから、重点的に支援す
ることで、産地維持に向けた中核的存在となることを期待。

【令和６年度 定性的目標】

・若手生産者の栽培技術への理解が深まる。

・若手生産者間でネットワークづくりの重要性が理解される。

・産地の現状への理解が進むとともに、経営改善に向けた技術の導入が検討される。

１ 課題の背景・ねらい
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２ 活動内容

（１）若手生産者の栽培技術の理解促進支援
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【各対象者へ個別の巡回指導（月１回以上）】

予防で殺菌剤を散布しましょうか！ そろそろ土寄せ作業の時期ですね！



２ 活動内容

（１）若手生産者の栽培技術の理解促進支援

【栽培研修会】

農薬展示試験の結果を報告
➡病害防除の改善に寄与

【ねぎ通信】

・計４回発行

・（内容）
要注意の病害虫情報
緑肥活用の提案
土壌分析の有効活用 など

多方面の情報を発信！
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ねぎ通信 Vol.4



２ 活動内容

（２）若手生産者のネットワーク導入支援

（先輩農家）
除草のポイントはね～

【第２回情報交換会（現地検討）】

【グループLINEの開設】

先輩農家のアドバイス
をグループ内で共有

先輩農家から新規就農者へ
アドバイスする場面も
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巡回の様子や品質調査の
結果をリアルタイム発信



２ 活動内容

（３）産地維持に向けた検討

【営農意向アンケート調査】 【先進地視察】

視察先：(株)舘島田ファームDero（角田市）
内 容：機械化一貫体系の事例を視察
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対象：ねぎ部会 全72戸

営農意向アンケート

【春どりネギの実証試験】

流通量が減り、単価が高い
5月に収穫できる作型を検討



３ これまでの活動成果

（１）若手生産者の栽培技術の理解促進支援
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・適期管理作業や早期病害虫防除が適切に実施され、収量が増加

・新規就農者の栽培管理技術も向上

R5.12月（反収0.8ｔ） R6.12月（反収1.7ｔ）

R5年 R6年

部会平均反収（2.1ｔ）の到達者数 １人 ２人（実績 3.2ｔ、2.8ｔ）

対象者５人の平均反収 1.3ｔ 2.2ｔ



３ これまでの活動成果
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（２）若手生産者のネットワーク導入支援

（３）産地維持に向けた検討

・現地検討会等の情報交換会を計３回開催。

・振り返り会では、対象者間で活発な意見交換が展開。
➡着実に担い手のコミュニティ形成が進んだ。

・「営農意向アンケート調査」を実施。 ※回収率65%（回収47戸/対象72戸）
➡有用なデータを取得（今後の産地面積の推移、各生産者の意向など）

・先進地視察で機械化一貫体系を学び、規模拡大への機運が高まった

振り返り会（１月）



４ 令和７年度の活動
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（２）若手生産者のネットワーク導入支援

（３）産地維持に向けた検討

（１）若手生産者の栽培技術の理解促進支援

・巡回指導や「ねぎ通信」の発行による栽培技術向上の支援（継続）
・種苗メーカーと連携した品種試験の実施

・営農意向アンケート調査の結果を部会やJAにフィードバックし、
今後の産地維持に向けて協議を進めていく。

・春どりねぎの実証試験を実施し、新たな作型の導入を検討する。

・担い手交流と技術研鑚を目的とした情報交換会の開催（継続）


